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2020 年のパンデミックは世界経済に空前の影響を及ぼし、我々の

生活、仕事、学習のスタイルに永続的な変化をもたらしました。幸い

情報通信技術（ICT）はパンデミックとの闘い、および新しいビジネ

ススタイルのサポートで重要な役割を果たしています。

ファーウェイはこの 30 年、地震、津波、さらには世界的な紛争等、

お客様にどのような事態が起きようと、お客様のネットワークの安全

で安定した運用を保証できるよう、革新的な製品、およびソリューシ

ョンを提供してきました。とりわけ 2020 年のパンデミック以降は

急増するネットワークトラフィックに対応する通信事業者を支援し

ながら、5G、統合型オフィス、ビデオ会議、遠隔医療、遠隔教育な

どの ICT ソリューションを通じてコロナウイルスとの戦いに貢献し

ています。

ファーウェイは革新的な製品と効率的なサービスをお客様に提供す

ることにコミットしています。そのお陰で当社は現在にまで成長する

ことができました。ファーウェイは早い段階から年間収益の 10％以

上を研究開発に投資しています。長年にわたる継続的且つ集中的な投

資により、無名の小さな会社が ICT インフラ、スマートデバイス、ク

ラウドサービスソリューションの主要グローバルプロバイダーにまで

成長しました。

知的財産（IP）の尊重と保護はイノベーションの基盤です。ファー

ウェイは自社の発展を促すと同時に、特許技術を他の業界関係者にラ

イセンス供与することで共栄を推進します。この 20 年間、ファーウ

ェイは ICT 業界の主要特許権者に対して広範なクロスライセンスの交

序文

渉を行い、ヨーロッパ、米国、日本、韓国の主要グローバル ICT 企業

と 100 を超える特許ライセンス契約を締結しています。

2019 年には IP に関する最初のホワイトペーパーをリリースし、フ

ァーウェイのイノベーションと知的財産保護の原則と実践、そして業

界全体への貢献について概説しました。今回の 2020 年のホワイト

ペーパーでは、2010 年以前の当社の IP 管理にフォーカスしており、

過去のデータと主要なマイルストーンから、1990 年代以降の当社

の R&D およびイノベーションへの取り組みについての洞察を提供し

ます。

ファーウェイは過去を学ぶことで、将来、より良い決断ができると

考えます。知的財産に対する最大の敬意に裏打ちされるイノベーショ

ンへの長期的な投資は、ファーウェイの事業成功の原動力であり、完

全に接続されたインテリジェントな世界を構築するという当社のビジ

ョンの基盤となっています。
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イノベーションと知的財産：
当社の価値

＞	 ファーウェイは、オープンな研究と革新に取り組んでいます。世
界の価値連鎖全体にわたる高度テクノロジーとの統合を歓迎し、
お客様のニーズに応える最高の品質とパフォーマンスを備えた製
品、およびサービスをすみやかに提供するためのインフラを備え
ています。

＞	 ファーウェイは自社の知的財産を積極的に保護します。当社は研
究開発への継続的な投資により、世界最大規模の特許権者となり
ました。ファーウェイの特許および技術のライセンスを世界中で
供与することで、業界の発展を推進します。

＞	 ファーウェイは他社の知的財産に最大の敬意を払います。知的財
産の管理と保護に関する国際的な規則および規範を遵守し、IP 紛
争があればクロスライセンスやパートナーシップ等を通じて、友
好的に解決するよう努めます。

01
2.1	長期的且つ集中的な投資

イノベーションへの長期的且つ集中的な投資がファーウェイの継続

的な成長の土台となっています。下の図は 2002 年から 2019 年にか

けて研究開発費が継続的に増加していることを示しています。

＞	 2020 年末の時点でファーウェイには 105,000 人の R&D 従業員が

在籍しており、従業員全体の約 53.4％に上ります。また、2019 年

の研究開発投資総額は合計 1,317 億元で、年間収益の 15.3％を占

めています。2010 年から 2019 年におけるファーウェイの研究開

発投資総額は6,000億元（約900億米ドルに相当）を超えています。

＞	 ファーウェイは 2020 年の EU 産業研究開発投資スコアボードで第

3 位にランクインしました。

02投資と成果
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注意：ファーウェイの 2020 年の年次報告書はまだ発表されていないため、
本グラフの同年の研究開発投資額は予測です。
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2.2	特許管理への着実な取り組み
イノベーションは知的財産の相互尊重と保護に依拠しています。そ

のため、IP ポートフォリオを積極的に管理し、研究とイノベーション
が組織と業界全体いずれにとっても公平な利益をもたらすようにして
います。当社は 1995 年に中国で最初の特許出願を行い、以来、米国、
ヨーロッパ等、世界中の国と地域で多数の出願を行っています。下の
図は、ファーウェイが 1995 年から 2006 年に提出した特許出願数を
示しています。

2001 年以降、ファーウェイの世界での特許出願数は、米国の業界

リーダーと比肩しています。下の図は、1998 年から 2013 年にか

けてのファーウェイの特許出願数を ICT 業界の競合企業と共に示し

ています。

ファーウェイの特許出願数（1995年~2006年）
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2004 年以降に当社が取得した特許数も、米国の業界リーダーと同

レベルを維持しています。下の図は、1998 年から 2013 年の間にフ

ァーウェイが取得した特許数と、同期間に競合企業が取得した特許数

を示しています。

ソース：Orbit patent データベース（2020 年 7 月 28 日現在）
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ファーウェイはイノベーションへの継続的な投資により、世界最大
規模の特許権者となりました。当社は 2020 年の末までに世界の 4 万
以上のパテントファミリーで 10 万件を超える有効特許を保有しまし
た。

中国、米国、ヨーロッパなどの主要な国、および地域におけるファ
ーウェイの特許出願数、および取得数は世界でもトップクラスです。
近年では、米国が付与した年間特許数で世界のトップ 20 企業にラン
クインしています。2019 年、ファーウェイは欧州特許庁から 2 番目
に多くの特許を取得しました。また、ファーウェイは中国で最大の特
許権者です。

＞	 1993 年：大規模デジタル局用交換機の C&C08 を商用化する。

＞	 1994 年：最初の商標（「華為」）を申請する。

＞	 1995 年：中国で最初の特許を出願する。同年、複数の技術分野

に関する 6 件の特許を中国で出願する。

＞	 1995 年：知的財産部門を設立し、知的財産権の管理と保護のプ

ロセス、および管理システムを改善する。

＞	 1997 年：無線 GSM ソリューションを発表する。

＞	 1998 年：中国で最初の特許を取得する。

＞	 1999 年：米国で最初の特許を出願する。中国国外で初の特許出

願であり、製品の世界的な市場拡大をサポートする。

＞	 1999 年：業界初のマルチサービス伝送プラットフォーム（MSTP）

の OptiX 2500+ を発売し、同期デジタル階層（SDH）から

MSTP への光伝送業界の進化を牽引する。

＞	 2000 年：米国で初の特許を取得する。

＞	 2001 年：クアルコムと特許ライセンス契約を締結する。以降、

ICT 業界における IP 保有者と広範なクロスライセンス交渉を行

っており、ヨーロッパ、米国、日本、韓国の主要グローバル ICT

企業と 100 を超える特許ライセンス契約を締結する。

＞	 2001 年：電源を専門とする子会社のアバンシスを 7 億 5, 000

万米ドルでエマーソンに売却し、R&D で初の収益化を行う。

03ファーウェイのイノベーションおよび
IPマイルストーン
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＞	 2002 年：エリクソンとワイヤレス分野で初の特許ライセンス契
約を締結する。

＞	 2003 年：インターネットプロトコル（IP）アーキテクチャに
構築した、業界初のデジタル加入者線アクセスマルチプレクサ
（DSLAM）の MA5300 を発売する。

＞	 2003 年：シスコと IP 紛争を起こす。翌年、両社は紛争を解決し、
訴訟を終結させるよう米国裁判所に共同で要請する。

＞	 2003 年：3Com と合弁会社を設立する。ファーウェイがテクノ
ロジーと R&D 従業員を提供し、3Com は 1 億 6500 万米ドルを
投資する。2006 年、ファーウェイは合弁会社の株式を 8 億 8,200
万米ドルで 3Com に売却する。

＞	 2004 年：業界初の分散型基地局を発売し、オランダのオペレー
ターのテルフォートから2500万米ドルを超える契約を獲得する。
これはヨーロッパ市場における最初の大きな躍進となる。

＞	 2004 年：将来志向のアーキテクチャをベースとし、クラスター
ネットワークに対応する、NE5000E コア・ルーターを発売する。
以来、本製品は業界アーキテクチャの代表的スター製品となる。

＞	 2006 年：業界初の光伝送ネットワーク（OTN）機器の OptiX 
OSN 6800 をリリースし、光伝送分野の変革を推進する。

＞	 2006 年：ファイバーアクセスおよび銅線アクセスのいずれにも
対応する業界初のプラットフォーム、MA5600T を発売する。本
製品は、競合製品と同程度の容量を実現しながら、エネルギー消
費が最小限であるため、環境に配慮したアクセスネットワークに
向けて業界の進化を牽引する。

＞	 2007 年：シマンテックとストレージ製品を開発するための合弁
企業、ファーウェイシマンテックを設立する。

＞	 2008 年：特許協力条約（PCT）に基づいて 1,737 件の特許を出
願し、世界で初めて世界第 1 位にランクインする。

＞	 2009 年：World Brand Lab から世界で最も影響力のあるブラン
ド 500 に選出される。

＞	 2009 年：IEEE Standards Association からコーポレート賞を
受賞する。

＞	 2009 年：NTT ドコモ、フランス・テレコム（現オレンジ）、韓
国電子通信研究院（ETRI）、ボイスエイジと共同で、広く使用
される音声コーデックの拡張機能の G.711.1 を開発する。ファ
ーウェイは開発を行う主要企業の一社として、特許プールを設立
する。

＞	 2010 年：特許および商標権の侵害を理由に、ヨーロッパで ZTE
に対して訴訟を起こす。2015 年、欧州司法裁判所が標準必須特
許（SEP）のライセンス交渉の法的要件の確立を支持する判決を
下す。

＞	 2011 年：2012 Laboratories を設立し、ファーウェイの研究者
によるプラットフォームテクノロジーと他の未来のテクノロジー
の発祥地となる。

＞	 2011 年：米国モトローラとの IP 紛争後に同社に対して提訴する。
モトローラは本訴訟の判決により、ファーウェイに対して支払い
を行い、ファーウェイの機密情報を M ＆ A 取引の一環としてノ
キアシーメンスネットワークスに移転する許可を取得する。

＞	 2013 年：ヨーロッパの無線機器ベンダーのテルトロニックに無
線標準必須特許をライセンス供与する。

＞	 2014 年：画期的なスマートフォンのファーウェイ Ascend 
Mate7 を発売する。

109 知的財産の尊重と保護：イノベーションの基盤
イノベーションと知的財産権に関するファーウェイのホワイトペーパー

知的財産の尊重と保護：イノベーションの基盤
イノベーションと知的財産権に関するファーウェイのホワイトペーパー



＞	 2015 年：アップルと特許ライセンス契約を締結し、無線標準必

須特許をライセンス供与する。

＞	 2016 年：ファーウェイとサムスンがお互いに対して、中国およ

び米国で複数の特許侵害訴訟を起こす。2019 年、サムスンと和

解し、サムソンはファーウェイにライセンス料を支払う。

＞	 2016 年：ライカデュアルレンズカメラを搭載した最初のスマー

トフォン、P9 スマートフォンを発売し、カラーとモノクロの両

方での写真撮影が実現する。当製品はスマートフォン・カメラに

新しい基準を打ち立てる。

＞	 2017 年：Linux カーネルの貢献企業トップ 3 に入る。

＞	 2019 年：欧州特許庁から 2 番目に多くの特許を取得する。

＞	 2020 年：米国でベライゾンに対して特許侵害訴訟を起こし、特

許侵害の賠償を請求する。

＞	 2020 年：Open Invention Network に参加して、Linux コミュ

ニティの開発をサポートする。

＞	 2020 年：欧州委員会が発表した 2020 EU 産業研究開発投資ス

コアボードで第 3 位にランクインする。

ファーウェイではすべてが顧客中心主義で動いています。この 30
年、当社はお客様の実際のニーズに応える知的財産ポートフォリオ
の構築に研究開発を投じてきました。この過程では数多くの挫折を
経験しましたが、同時に意義のある技術的な躍進で成功の喜びを経
験しました。ファーウェイのイノベーションと IP の進化の歴史の貴
重な節目を下記にハイライトでご紹介します。

新しいクラスタールーターでネットワーク容量を拡張する

2020 年の COVID-19 の発生以後、蔓延的なソーシャルディスタ
ンスと在宅勤務により、データトラフィックは急増しました。この
課題に対処するため、複数のオペレーターは基幹ネットワークにク
ラスタールーター（インターネットデータのスケジューリングと転
送を行う最上層の「トラフィックハブ」）を必要としていました。

中国のインターネットのバックボーンは 14 億の人口にもかかわら
ず、パンデミックの渦中、大量の新しいデータを効果的に処理し、
家族、学校の生徒、営業を行う企業の接続を維持しました。これは
ファーウェイの NetEngine5000E（NE5000E）クラスタールー
ターがなければ不可能でした。

しかし、このクラスタールーターが一夜にして出現したわけでは
ありません。慎重な計画と、スループット、パフォーマンス、およ
び信頼性への集中的な投資の結果です。

04ファーウェイのイノベーションの歴史 
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ルーター技術の限界を越える

インターネットが 64Kbit/ 秒のダイヤルアップ接続から 1Mbit/
秒の ADSL 接続に移行していた 1999 年、業界の最新ルーターは
40Gbit/ 秒の最大帯域幅をサポートしました。

当時、業界のほとんどは、将来のネットワークの拡張はこれで十分
だと感じていました。しかし、ファーウェイはそうは考えず、容量
80GB、帯域幅 160Gbit/ 秒のルーターの開発を提案し、さらにスタッ
キングとカスケード技術により、ルーター容量を直線的に拡張させる
アーキテクチャを提案しました。

従来のクラスタールーターの巨匠は、将来志向のアーキテクチャの
欠如から、2014 年までに衰退してゆきました。対照的にファーウェ
イのクラスタールーターは、世界中の人々のネットワーク帯域幅、お
よび容量のスムーズな拡張をサポートしました。

この新世代のルーターは、高度なアーキテクチャのおかげで現行の
データトラフィックの爆発的な増加に対処することができています。
当社がクラスタールーターに採用したアーキテクチャは、程なく業界
主流となり、世界のルーター市場で約40％のシェアを獲得しています。

最初のステップ：回路基板の過給

1998 年、ファーウェイのエンジニアはミッドレンジの NE08 ル
ーターの研究開発を開始していました。我々はスロット数を増やす
ことでルーターの帯域幅を拡張することを検討していました。しか
し、このルーターは最大 6 スロットまでしかサポートできず、その
すべてが 1Gbit/ 秒の帯域幅を共有する必要があるため、深刻な課題
でした。

この問題を解決するため、当時のプロジェクトマネージャーの鄧
抄軍（デン・チャオジン）は共有バスアーキテクチャをスイッチン
グファブリックに換えることで、スロット数を増やし、ルーター全
体の帯域幅を直線的に増やせるのではないかと考えました。

鄧のチームがこれを実現するには、2 つの大きな技術的なハード
ルを克服しなければなりませんでした。

＞	 1 つ目は、プリント基板（PCB）上で高速データ信号を送信する

方法を解明すること

＞	 2 つ目は、高速データスイッチングに対応する大容量チップを用

意すること 

「プロジェクト 1011」という R&D プロジェクトはファーウェイ
が業界を変えるコア・ルーターを開発する始まりとなりました。

これより以前は、共有バスアーキテクチャを介して送信される信
号は PCB 上をゆるやかに移動し、速度は 33Mbit/ 秒をわずかに上
回る程度でした。既存のルーターの電気信号が 1 本のワイヤを介し
てシリアルに送信される設計の、シングルエンド信号を採用してい
たためです。これは安価で設計が容易な一方、シングルエンド信号
を用いる PCB はノイズと干渉の影響を受けやすく、正確にデータを
転送できる速度には制限がありました。

当時、当社の R&D チームは PCB で差動信号を伝送（1 対のワイ
ヤを介して単一信号を送信）することで速度を上げることができな
いかと考えましたが、業界では誰もこの概念を検証していませんで
した。

当社のチームが最初に検証したところ、実験の結果は驚くほど良
く、伝送速度は 1.25Gbit/ 秒に達しました。この「ダークホース」
テクノロジーは、ファーウェイの別のスイッチ製品である Radium 
8750に最初に使用されました。この技術がなければ、従来のシン
グルエンド信号伝送の不安定性から生じる同様の制約で失敗に終わ
っていたでしょう。

NE08 の研究開発で出現したアイデアが、Radium 8750 を復活さ
せました。その後、超高速のデータ信号伝送に対応する PCB を用い
て開発された業界初の製品となりました。

1413 知的財産の尊重と保護：イノベーションの基盤
イノベーションと知的財産権に関するファーウェイのホワイトペーパー

知的財産の尊重と保護：イノベーションの基盤
イノベーションと知的財産権に関するファーウェイのホワイトペーパー



増大するデータトラフィックへの対応

データ通信ネットワークの開発は2000年までに重要段階に入り、
インターネットユーザー数の増加に伴い、トラフィックと帯域幅に
対する需要は飛躍的に増大しました。

中国の 14 億人の半数が突然オンラインになることを想像してみて
ください。ネットワークの需要は計り知れません。しかし、こうい
った認識の高まりにもかかわらず、将来のルーターが 100 ギガビッ
ト、400 ギガビット、さらにはテラビット / 秒の帯域幅をサポート
できるとは業界の誰も考えませんでした。

当時、市場にあるシスコのルーター１台のみが、40Gbit/ 秒の最
大帯域幅をサポートしており、当時のユーザーにはこれで十分でし
た。しかし、ファーウェイは中国の人口と業界の幅広いトレンドを
考慮して、まだ達成されていない容量 80GB、帯域幅 160Gbit/ 秒
の高速スイッチングチップを開発することで、さらなる進化を決意
しました。

同時に将来の容量拡張の需要に応えるために、スタッキングとカ
スケードに対応する新しいルーターアーキテクチャの研究に着手し
ました。当社の管理チームはプロジェクト 1011 に対し、チップが
成功するか否かに関わらず、取り組むべきであると言いました。

R&D チームは多くの紆余曲折を経て、2002 年に大容量且つ高速
のデータスイッチングチップの開発に成功しました。当時の主流技
術に革命をもたらし、ファーウェイのクラスタールーターの開発の
新たな節目となりました。

最初にチームは帯域幅と容量拡張における従来の制約を克服する
ために、大容量クラスタールーターの新しい基準、マルチシャーシ
カスケードを確立しました。当社の R&D チームは、自ら成し遂げた
偉業を痛感し、大容量クラスタールーター向けのマルチシャーシカ
スケード技術を中国と米国の両方で特許取得 1 しました。

このテクノロジーは業界初であり、ファーウェイのコア・ルータ
ーがより広範な帯域幅へと進化する確固たる基盤を築きました。業
界の発展に伴い、従来のシングルシャーシ・アーキテクチャをベー
スとするコア・ルーターは、トラフィックの急増と帯域幅の需要の
高まりに対応できなくなったため、次第に衰退してゆきました。

次に、プロジェクト 1011 は大量コア・ルーター向けの新しいハ
ードウェアアーキテクチャを確立し、データフロー処理を主流であ
った非対称の UL/DL アーキテクチャから、より高性能な対称 UL/
DL アーキテクチャに置き換えました。

対称アーキテクチャは、ソフトウェアを使用することでデータ転
送におけるサービス品質（QoS）を向上させ、最終的にパフォーマ
ンスの改善、消費電力の削減、スケーラビリティの向上を実現します。
この革新により、プロジェクト 1011 は次世代コア・ルーターの開
発で克服しなければならないすべての主要な技術的問題を解決しま
した。

平凡から非凡へ 

ファーウェイは 2003 年にコア・ルーターの開発を正式に開始し
ました。そして 3 年後、業界初のバックツーバックコア・ルーター
の NE5000E 40Gを発売しました。業界初のこのソリューション
により、事業者はネットワークをより効率的に拡張およびアップグ
レードでき、2 つのシャーシを光ファイバーで直接接続することで
ネットワーク容量は 2 倍になりました。

2008 年、ファーウェイはアップグレード版の 2+8（2 基の中央
シャーシと 8基のサービスシャーシ）クラスターコア・ルーターの
NE5000E 100Gを発売しました。この新世代のルーターは本来、
各サービスシャーシが 90 本以上の光ファイバーケーブルを介して
中央シャーシに接続され、8 本のサービスシャーシに約 800 本のケ
ーブルを有します。ケーブル数を減らすために、複数シャーシ間の

1 ファーウェイのクラスタールーターアーキテクチャの特許例：
  CN1120599C: スムーズな容量拡張をサポートするデータ通信システム
  US7936776B2: データ通信製品のスムーズな容量拡張方法とシステム
  US7602804B2: データ通信製品のスムーズな容量拡張方法とシステム
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光ファイバー接続を簡素化したため、設置と保守がスピードアップ
し、システムの信頼性が大幅に改善しました。

膨大な中国の人口を接続し、データトラフィックの爆発的増加に
対応するという困難な課題に直面することで、ファーウェイは簡単
で便利なネットワークの進化に対応する未来志向の製品アーキテク
チャを設計しました。NE5000E クラスターコア・ルーターは 2013
年には 100Gbit/ 秒から 400Gbit/ 秒に拡張され、さらに 2019 年
には 800Gbit/ 秒と 1.6Tbit/ 秒に拡張されることで、速度の限界を
超え続けました。

高度なアーキテクチャと強力なデータ処理能力に加え、コア基幹
ネットワーク上のクラスタールーターは強力なエラー修正、耐障害
性、自己修復機能により、ネットワーク全体のサービスの中断を防
止しなければなりません。ファーウェイのクラスターコア・ルータ
ーには、システムコード全体の 80％を占める、信頼性の高い防御シ
ステムが内蔵されています。

最初にチャイナテレコムがこれらのクラスタールーターの使用を
検討した際、機器のテストだけで丸 1 か月を要しました。最後の光
ファイバーケーブルとスイッチングボードが取り外されるまで、サ
ービスは完全に遂行されました。さらに、72 時間に及ぶフルトラフ
ィックテスト中のパケット損失はゼロでした。どのようなテストを
実施しても、機器に問題は見つかりませんでした。ファーウェイの
クラスタールーターは最も厳しいテストに耐え、並外れた安定性で
お客様を仰天させました。

現在に至る長い道のり

ファーウェイは 1998 年にコア・ルーター技術の研究を開始し、
15 年間の歳月を経てパフォーマンスと信頼性において事実上、業界
標準となる製品を作り上げました。研究開発への投資を長期的に行
うことで、システムアーキテクチャ、チップ、信頼性、統合システ
ムなど、ルーターテクノロジーのあらゆる面における革新を追求し、

以下の通り、多くの業界初の製品を生み出しています。

＞	 1999 年、業界で初めてルーター設計に高速スイッチングファブ

リックを適用する

＞	 2006 年、業界で初めてバックツーバックのクラスターソリュー

ションを発表する

＞	 業界で初めて400Gbit/秒（2013）、800Gbit/秒（2016）、1.6Tbit/

秒（2019）のクラスターコア・ルーターをそれぞれ発売する

ボトルネックを次々と突破する反復的且つ段階的なプロセスによ
り、通信ネットワークの可能性を最大化してきました。

ファーウェイとモトローラ 
ファーウェイとモトローラは 2000 年にチームを組み、10 年にわ

たる密接な提携を続けました。2008 年、両社は最終的に法廷闘争
となり、後に合意に達しました。モトローラはファーウェイの企業
秘密と機密情報を移転する権利に対して、ファーウェイに料金を支
払うことになりました。

急成長するパートナーシップ

1999 年頃、モトローラはエリクソンとノキアとの激しい競争に直
面していました。そして、複数の大きな市場の機会を逃し、徐々に
衰退に向かっていました。競争力を強化して、コアネットワーク分
野を拡大するために、モトローラはファーウェイとのパートナーシ
ップを求めました。

モトローラはファーウェイを OEM パートナーに採用し、モトロー

ラ・ブランドで製品を流通しました。具体的にモトローラはプログ

ラミング、製品開発、そして技術的な問題解決について、顧客の要

件（キャリアの要件を含む）をファーウェイに中継しました。モト
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ローラは、ネットワークのインストール、保守、および統合を担当

しました。

10 年間の緊密なパートナーシップにより、モトローラとファーウ
ェイは回路スイッチネットワークおよびパケットスイッチネットワ
ークなどのコアネットワークの範疇を超えて、基地局および基地局
コントローラーにまで提携の範囲を拡大しました。また、事業の対
象地域はわずか数カ国から 40 カ国以上へと拡大しました。モトロ
ーラはファーウェイから 8 億 8000 万米ドル相当の高度なコアネッ
トワーク、およびワイヤレスアクセス機器を購入し、ファーウェイ
は世界中の何千人ものモトローラ従業員に多くの企業秘密と技術情
報へのアクセスを提供しました。

訴訟

2008 年、モトローラは自社の元従業員数名が設立した会社である
レムコに対して、営業秘密の不正流用の疑いで一連の訴訟を起こし
ました。レムコがファーウェイに製品を販売しようとしたため、フ
ァーウェイも訴訟に巻き込まれました。

2010 年 6 月、モトローラは通信インフラ事業をノキアシーメン
スネットワークス（NSN）へ売却しようと計画していました。モト
ローラは NSN との合意に達するとすぐ、元自社の従業員がモトロー
ラの小型セル製品の仕様をファーウェイ幹部に送ったという理由で、
レムコに対する訴訟の被告にファーウェイを追加しました。

ファーウェイは、モトローラの主張を否定し、数百万の文書およ
び 1 億行近くのソースコードなど実質的証拠を、レビューのために
モトローラの弁護士、および技術の専門家に提出しました。

この証拠により、両社がチャイナユニコムプロジェクトに共同で
入札していた 2001 年に、モトローラがファーウェイに同じ小型セ
ル製品の仕様を提供したことが判明しました。また、該当製品はす
べてファーウェイが独自開発したものでした。さらに、モトローラ
の企業秘密を組み込んだと主張される製品は、実際にはモトローラ

が独自開発できず、OEM 契約でファーウェイから購入した製品であ
ることが判明しました。

当時、パートナーシップの一環でファーウェイがモトローラに提
供したすべての製品、テクノロジー、商業情報などの OEM 契約を、
ノキアシーメンスネットワークスへ移転することをモトローラ希望
していました。

モトローラは、当該の OEM 契約は NSN への売却を予定している
インフラ事業の一部であると主張しました。ファーウェイはパート
ナーシップを通じて、販売で使用する膨大な市場情報に加え、製品
設計、運用、サポート、相互運用性に関する貴重で大量の機密技術
情報をモトローラに提供していました。モトローラはファーウェイ
による異議の後も、機密情報を移転してノキアシーメンスネットワ
ークとの取引を成立させると主張しました。

調停

2011 年 1 月、ファーウェイはモトローラが OEM 契約に違反し、
ファーウェイの企業秘密および著作権を許可なく使用したことに対
して、シカゴにあるイリノイ州北部地区連邦地方裁判所に申し立て
を行わざるを得ませんでした。同日、裁判所はファーウェイの要請
により予備的差し止め命令を出し、それから約 1 か月後、モトロー
ラがファーウェイの同意なくファーウェイの機密情報を NSN に開示
することを禁じる仮制止命令を出しました。機密情報の移転につい
てファーウェイの同意を得られなければ、モトローラの NSN との取
引は不成立に終わる可能性がありました。

2011 年 4 月、モトローラはファーウェイの機密情報を NSN に移
転する許可と引き換えに、ファーウェイに支払いを行うことに同意
しました。ファーウェイとモトローラは和解に至り、係争中の訴訟
をすべて却下するという共同声明を出しました。

ファーウェイの歴史上、他の会社が当社の機密情報および技術の
使用権に支払いを行ったのは、これが初めてのことでした。これは、
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知的財産権の移転およびライセンスプログラムを確立する前のこと
です。

ファーウェイとモトローラの共同声明は以下よりご確認頂けます。
https://newsroom.motorolasolutions.com/news/motorola-
solutions-and-huawei-issue-joint-statement.htm

合併および買収
この 30 年、ファーウェイは莫大な投資、共同事業、合併および買

収を行ってきました。その個々の事柄はすべてファーウェイの R&D
の強み、技術的提供物および IP の価値を証明しています。

1. アバンシスをエマーソンへ売却

IT バブルの崩壊時、世界中の通信業界は非常に困難な時期を迎え
ていました。当社は全体的な開発戦略を慎重に審議した結果、基幹
ビジネスの電気通信へ再び注力することを決定しました。これによ
り、子会社のアバンシス等、一部の二次事業の移転または分社化が
必要となりました。

当時、アバンシスはファーウェイの最大の子会社でした。同社は
通信電源および関連製品の開発、製造、販売、および輸出入を事業
内容としていました。48 の特許を保有し、2001 年には 26 億元の
売上高と、5 億から 6 億元の収益を創出する通信電源のリーダーで
した。

同じ頃、米国のエネルギー会社のエマーソン・エレクトリックは
中国市場への参入を目指していました。エマーソンにとっての最善
策は中国企業を買収することであったため、アバンシスの買収を申
し出てきました。

世界経済は言うまでもなく、IT および通信業界全体の低迷により、
交渉はうまく進まず、投資家は状況を楽観視できませんでした。あ
る時点で交渉は難航しました。しかし、エマーソンはアバンシスの

価値を評価しており、交渉を継続しました。エマーソンはファーウ
ェイのテクノロジーと製品が景気後退を克服し、長期的に繁栄を続
けるための糧になると考えていました。

数回の交渉を終えた2002年3月、エマーソンはアバンシスの技術、
製品、チームを 7 億 5,000 万米ドルで買収し、アバンシスの資産に
基づいたエマーソンネットワークパワー部門を設立しました。ファ
ーウェイの最高法務責任者である宋柳平（ソン・リューピン）博士は、
交渉には両当事者が多大な時間と労力を費やし、ファーウェイの 6
つの特許をライセンス供与するか、移転するかの決定に難儀したと
当時について振り返っています。最終的な合意に達するまで 3 日間
を要し、取引における技術的価値は大いに上がりました。

買収後 10 年以上の間、エマーソンネットワークパワーは急速な成
長と広範な市場シェアを獲得し、資本市場の株主に莫大な利益をも
たらしました。

2. 3Comとの共同事業

2002 年頃、ファーウェイは米国のコンピュータネットワーク企業
である 3Com と、データ通信製品に関する提携について意見を交わ
しました。3Com は契約の一環として、ファーウェイが提供するす
べての製品およびテクノロジーにサードパーティの知的財産の侵害
がないことを求めました。ファーウェイは 3Com がレビューできる
よう、ルーターの設計とソースコードを提供しました。これにより
3Com はファーウェイの IPR の有効性を再確認し、パートナーシッ
プの締結に同意しました。

翌年、ファーウェイと 3Com は H3C という合弁会社を設立しま
した。ファーウェイはテクノロジーおよびアセットを提供し、事業
の 51％の株式を取得しました。3Com は現金と同社の中国事業（1
億 6500 万米ドル相当）を提供し、残りの 49％を保有しました。

ファーウェイは 3Com との提携により、テクノロジー、管理、製
品設計の強みを活かした費用対効果の高い、企業レベルのデータ通
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信製品のフルポートフォリオを開発し、製造、販売しました。この
共同事業により、3Com は収益性の高い中国市場に速やかに参入し、
同時にファーウェイはグローバル事業の拡大を加速させました。こ
れは両社がそれぞれ新しい市場に参入するのに、費用効果の良いや
り方でした。次の 3 年間で H3C の複合年間成長率は 65％を上回り
ました。

2006 年 11 月、ファーウェイは H3C の株式を 8 億 8,200 万米ド
ルで 3Com へ売却しました。そして、4 年間の提携による共同事業
と最終的な株式売却から 10 億米ドルの利益を獲得しました。

2009 年 12 月、3Com は HP に買収され、H3C は HP の法人向け
事業のネットワーク部門に統合されました。2010 年、R&D チーム、
製品、テクノロジーなど、すべてファーウェイから引きつだ H3C は、
中国のエンタープライズデータ通信市場でシスコを抜いて第１位と
なりました。

H3C の例は共同事業の模範的モデルであり、両社はそれぞれの強
みを活かして強力且つ競争力のある組織を築き上げることができま
した。H3C は両社にとって、そしてお客様、ディストリビューター、
他のパートナーにとって、極めて大きな価値をもたらしました。そ
して、今日においてもデータ通信業界で自他共栄を経験できた良い
例です。

3. 強みを掛け合わせて、自他共栄を促進する

ファーウェイがテクノロジーを提供して、パートナーが資本を提
供するというモデルは、米国およびヨーロッパの企業との過去すべ
ての合併、および買収で成功しています。この提携モデルは莫大な
商業的価値を生み出すことで、投資家に継続的な利益をもたらすだ
けでなく、業界の集中を促すことで、業界に広範な影響を及ぼして
います。

良い例として、2008 年に開始したファーウェイと国際的ストレー
ジおよびセキュリティソフトウェアメーカーのシマンテックのかつ

ての共同事業が挙げられます。この共同事業は最終的に 300 以上の
特許出願を行い、世界および中国の標準化団体で重要な役割を果た
して、ストレージとセキュリティにおける業界のリーダーとなりま
した。

もう 1 つの例は 2004 年に設立された、ファーウェイとシーメン
スの合弁会社の TD Tech です。TD Tech は商用の TD-SCDMA ソ
リューションを急速に立ち上げ、この分野のリーダーとなりました。
このパートナーシップにより、ファーウェイとシーメンスが本来
TD-SCDMA 製品の研究と開発に費やすコストは大幅に削減されまし
た。TD Tech の製品およびソリューションは、チャイナモバイルの
3G および 4G ネットワークで広く使用されており、市場シェアでト
ップを獲得しています。

この 30 年の開発において、ファーウェイはさまざまな困難とチャ
ンスに遭遇してきました。当社が困難な状況の舵取りを行い、業界
で認知され、パートナーと共に発展することができたのは主として、
比類のない研究開発リソースを提供することで、共同イノベーショ
ンを促進し、お客様に独自の事業価値を創造してきた結果です。

3G、4G、そして5G 
現在の無線技術におけるファーウェイのリーダーシップは、20 年

以上にわたる研究開発への集中的投資、顧客中心のイノベーション、
そして真に実用的な価値創造への取り組みの結果です。そしてチー
ムとして世界最高のイノベーションを共有して、活用する国際標準
化団体の複数の業界パートナーとのオープンコラボレーションの賜
物です。

必要は発明の母

90 年代半ば、ファーウェイは白熱する通信市場に参入するため、
第 2 世代（2G）のモバイル基地局の研究に着手しました。
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1999 年、中国政府は国営通信事業者の大改造を発表しました。新
しく設立されたモバイルオペレーターのチャイナユニコムは、ネッ
トワークの構築に向けて最初の入札を開始しました。これはファー
ウェイにとって素晴らしい機会でしたが、チャンスを逃してしまい、
遠隔地の山岳地帯に基地局を配備するという、多くの人が低付加価
値と考える注文を受けることになりました。

当時、高度 1,000 メートルもの山の頂上へ数トンもの通信機器を
輸送することは、非常に困難で、電力供給と現場の安全確保などは
言うまでもありませんでした。しかし、これに屈していたなら信頼
を失い、チャイナユニコムはファーウェイへの扉を永久に閉ざして
いたでしょう。

技術的な激しい議論を繰り返した末、従来の基地局の統合型ベー
スバンドユニット（BBU）とリモート無線ユニット（RRU）を、ス
タンドアロンのユニットに分離するという革新的なソリューション
を考案しました 2。

BBU は非常に大きく複雑な上、消費電力が大きく、多くのコンポ
ーネントがあるため、山の麓に配置されました。フォームファクタ
ーが小さく、過酷な条件にも耐えられる RRU は、アンテナと共に山
頂に設置され、山麓の BBU と光ファイバーで接続されました。

当ソリューションにより、導入は大幅に簡素化され、機器の保守
性は向上しました。これにより遠隔社会が接続され、ファーウェイ
の名が知られることになりました。当ソリューションに取り組んだ
チームは、BBU と RRU を分離した最初の基地局の成功を祝いまし
たが、この特別に設計されたソリューションがファーウェイのグロ
ーバル市場への参入に与える影響力の大きさについてはまだ認識し
ていませんでした。

分散型 3G基地局をヨーロッパへ

2003 年に至るまで、ファーウェイはヨーロッパの 3G 市場に足を

踏み入れていませんでした。さまざまなお客様に詳細なヒアリング

を行ったところ、ヨーロッパの大都市では 3G 基地局に対応できる

設備室を見つけることが困難になっていることが判明しました。ま

た、費用も高くなっています。

さらに設置は最悪でした。3G 基地局は重量があり、ヨーロッパの

狭い道をトラックで輸送後、クレーンで建物の屋上の機器室まで持

ち上げなければならなかったため、3G 基地局の導入コストは非常に

高額でした。さらに、クレーンの使用前には道路を封鎖しなければ

ならず、地方自治体の許可も必要でした。設置ごとの費用は 8,000

米ドルから 18,000 米ドルでした。スペースの賃貸料も桁外れでし

た。そのため、お客様のこれらの課題を克服するには、スペースを

節約でき、展開しやすい基地局を設計することが必要でした。

協議の結果、4 年前にチャイナユニコムのプロジェクトで使用し

たソリューション設計をベースとする、分散型基地局（DBS）の設

計が考案されました。

分散型基地局では分離型の BBU と RRU に加えて、一連の新しい

テクノロジーを導入します。RRU は屋上、ポール、壁など、どこに

でも移動可能です。従来の大型 BBU は再設計され、小型ボックスに

分割され、積み上げたり、オペレーターの既存の 2G 機器室の予備

キャビネットのスペースに保管したりすることができます。DBS は

従来型モデルの 10 分の 1 のサイズで、15 分の 1 の重量のため、エ

ンジニアはすべてのユニットを自ら現場に運び、わずかな労力で設

置ができるようになりました。
2  ファーウェイの分散型基地局の特許例：
   CN100382470C: 光ファイバストレッチをベースとするソフト基地局システム
   CN101166059B: 光ファイバ遠隔ソフト基地局向け自動遅延時間測定方法およびシステム
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ネットワークを容易にアップグレードする方法を得られました。

ファーウェイは SingleRAN の実現に向けて、数学、チップの設計、
材料、熱の管理など、さまざまな技術的障害の解決に膨大な時間と
労力を費やしました。その結果の躍進 3 により、SingleRAN は即座
に大ヒットとなりました。

2008 年 12 月、ドイツのオペレーターの O2 が世界で初めて
SingleRAN を注文しました。これにより同社は極めて低コストでよ
り高速な通信サービスを提供できるようになりました。

他のオペレーターもすぐにこれに追随しました。SingleRAN はヨ
ーロッパの通信事業者が難なく 4G にアップグレードできる道を切
り開き、発売直後から世界市場で高い評価を得て、後には 4G 時代
のモバイルネットワークアーキテクチャの世界標準となりました。

ブレードサイトで環境に配慮

より環境に配慮した持続可能な技術への需要が高まる 2009 年、
事業者は二酸化炭素排出量がより少なく、よりエネルギー効率の高
い機器を求めていました。当時、通信サイトは大量のエネルギーを
消費しており、さまざまな種類のボックス、アンテナ、複雑なケー
ブルが地方と都市の両方で景観を損なう原因となっていました。

これに応えるため、ファーウェイはネットワーク機器の設計、お
よび PC ブレードサーバーの設計における数十年の経験を活かして、
ブレードサイトというソリューションを発表しました 4。この新製
品には統一モジュラー型設計を導入し、各主要コンポーネントが薄
く滑らかなブレードであるため、複数のモジュールを LEGO のよう
にシームレスに結合することができます。

3 ファーウェイの SingleRAN 特許の例：
  CN101198150B: マルチモード無線ネットワークでセパレイトウェイ伝送を行う方法、デバイス、およびシステム
4 ファーウェイのブレードサイトの特許の例：
  CN103596297B: 無線遠隔ユニット装置およびその組み立て
  EP3525354A1: 無線遠隔ユニット装置およびその組み立て
  US9642284B2: 無線遠隔ユニット装置およびその組み立て
  US9167712B2: 無線遠隔ユニット装置およびその組み立て
  EP2698922B1: 無線遠隔ユニット装置およびその組み立て

このイノベーションによりモバイルネットワークの導入方法は変
容し、ファーウェイはヨーロッパで主要事業者として認知されるよ
うになりました。分散型基地局はモバイル業界にとって新たな進歩
となり、すべての通信機器メーカーが従う事実上の標準となりまし
た。

この時までファーウェイは弱者であり追随者でした。分散型基地
局はファーウェイが業界でリーダーシップを取る、最初の大躍進と
なりました。

RAN による 4G 展開の簡素化

4G が登場した際、オペレーターは 2G および 3G サービスの継続
的な品質を確保しながら機器をアップグレードしなければなりませ
んでした。アップグレード最中の 2007 年、オペレーターは資本と
運用費に苦戦していました。

ファーウェイはオペレーターが単一ネットワークで 2G、3G、4G
をサポートできる、SingleRAN という新しいテクノロジーでこの窮
地に対応しました。これにより、事業者は収益性を損なうことなく
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薄く流線型の形状で、周辺環境との自然な熱交換で放熱ができる
ため、空調は不要となりました。そのためエネルギー要件と炭素排
出量は大幅に削減され、より環境に優しい接続が実現します。また、
ブレードサイトの統一的な外観により、物理的な機器の設置面積は
減少し、環境にうまく調和して景観への影響を低減することができ
ます。

  

従来の分散型基地局 ファーウェイのブレードサイト

ファーウェイはブレードサイトを設計して、商用化するまでに 4
年を要しました。3,600 人を超えるエンジニアの努力と数十億ドル
の投資により、5 つの核となる独自技術が生まれました。

現在、ブレードサイトは 170 か国の 310 のネットワークで使用さ
れており、1500 万以上の RRU がライブネットワークで使用されて
います。現在、ファーウェイのブレードサイトは事実上、業界標準
と見なされており、他のベンダーもファーウェイに続いて独自のブ
レードサイト製品を発売しています。

Massive MIMO による 5Gのサポート

ファーウェイは 5G の研究を 2009 年に開始しました。2 年間の
詳細な調査と分析の結果、大規模なマルチアンテナ技術が将来のモ
バイルネットワークの新しい基準になるだろうとの結論に達しま
した。ファーウェイは Massive MIMO（Massive Multiple-Input 
Multiple-Output）技術の実行可能性に対する業界での懸念をよそ
に、研究を決意し、結果的に複数の特許を取得するほどの中核技術
となりました。5

ファーウェイが Massive MIMO を発展させる前、導入には以下 2
つの大きな障害があるというのが業界のコンセンサスでした。

＞	 当時は概念的なものにすぎず、実行可能な解決策がない

＞	 非常に多くのアンテナを同時に管理するためのアルゴリズムが非
常に複雑である

チャイナモバイル研究院の専門家は長い間マルチアンテナ技術の
研究を行っていましたが、機器やチップベンダーからのフィードバ
ックは失望的でした。64 基の送信機を備えた Massive MIMO 基地
局は、重量が 100 キロを超え、コストは 8 基の送信機の基地局 10
倍以上となりました。これでは、64T Massive MIMO 基地局の商用
化は不可能でした。

2014 年 9 月、ファーウェイの 128T Massive MIMO 基地局は
社内テストをパスしました。チャイナモバイル研究院の専門家を見
学に招待したところ、既存製品の 3 倍の性能を有しながら、重量が
49kg しかないことに非常に驚かれました。各ユニットには 128 の
無線周波数チャネルがあり、そのうち 2 つはわずかクレジットカー

5 ファーウェイの Massive MIMO 特許の例：

  CN110832949A: データ次元削減方法、装置、システム、コンピューターデバイス、および記憶媒体

  US20200162940A1: データ次元削減方法、装置、システム、コンピューターデバイス、および記憶媒体

  EP3641487A1: データ次元削減方法、デバイス、システム、コンピューターデバイス、および記憶媒体

  CN111108706A: チャネル状態の情報の圧縮および / または解凍をするデバイスおよび方法

  US20200228232A1: チャネル状態の情報の圧縮および / または解凍をするデバイスおよび方法

  EP3682568A1: チャネル状態の情報の圧縮および / または解凍をするデバイスおよび方法

3029 知的財産の尊重と保護：イノベーションの基盤
イノベーションと知的財産権に関するファーウェイのホワイトペーパー

知的財産の尊重と保護：イノベーションの基盤
イノベーションと知的財産権に関するファーウェイのホワイトペーパー



ドのサイズでした。このテクノロジーは大成功を収め、ファーウェ
イはすぐに Massive MIMO 技術の真の先駆者と認識されるようにな
りました。

数年後の 2018 年 7 月、ファーウェイの 5G ネットワーク向け
64T および 32T Dual-200 Massive MIMO 製品が初めて商用化さ
れ、5G 時代の新しいネットワークの水準を引き上げました。

さらなる前進

研究と革新はファーウェイの生業です。今後は技術および工学を
重視したイノベーションから、基礎研究の飛躍的な進歩と新たな基
礎技術の発明に注力してゆく予定です。また、学界および産業界の
パートナーと緊密に連携することで、お客様と社会に新たな価値を
創造します。

ファーウェイでは 2015 年よりトップ・インベンション賞プログ
ラムを開始し、新製品シリーズのヒット、あるいは大きな商業的価
値を持つ主要製品機能となりうる革新的な発見をした従業員を表彰
し、報酬を与えています。当プログラムではイノベーション文化を
築き、ファーウェイの従業員がテクノロジーの限界に挑戦し、新た
な躍進を続けるよう動機付けています。

ここ数年における当社のトップ・インベンションの一部を下記に
紹介します。今後はよりスマートでより良い世界の実現に向けて、
これらの発明を活かした数多くの新製品をご提供し、イノベーショ
ンの恩恵をすべての人、家庭、組織に展開します。

トップ・インベンション：Polar コードの高速デコード 

＞	 特 許 フ ァ ミ リ ー 1：Polar コ ー ド 復 号 方 法 お よ び 復 号 装 置 	

CN105009461B/ CN107204779A/ EP3073642A1/ US9762352B2/ 

JP6184603B2/ KR101819015B1/ RU2649957C2/ ID2017/06416/ 

VN25371

＞	 特許ファミリー 2：Polar コード復号方法および復号器

 	 CN104038234B/ US10270470B2/ EP2953307A1/ JP6075812B2/ 

IN329523A1/ KR10-1754912/ KR10-1814031
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電気信号を介して情報が送信される際、物理環境のさまざまな側
面が送信を妨害し、エラーを起こします。この干渉をノイズといい
ます。設定時間内に送信される情報量が多いほど、ノイズは多くな
ります。これは 5G の実用化に向けて大きな障壁でした。

2009 年に初めて導入された Polar コードは、理論レベルでこれら
のエラーを修正する素晴らしい可能性を示しました。しかし、実際
のアプリケーションでは、デコードの高遅延と遅い速度が開発への
大きな妨げとなりました。

ファーウェイはこれらの問題を解決するため、デコードを 8 倍に
高速化する高速並列デコードアルゴリズムを作成しました。その結
果、Polar コードは発明から 10 年を待たずに商用化されました。こ
のアルゴリズムは、Polar コードからサブコードへの分割、並列処理、
マルチレベル分解と並列最尤推定（ML）デコードの 3 つの主要イノ
ベーションで構成されています。

トップ・インベンション：光クロスコネクト 

＞	 特許ファミリー 1：波長選択スイッチ

 	 CN104620155B、 US9762983B2、 EP3037865B1 

＞	 特許ファミリー 2：光通信装置および方法

 	 CN105409140B/ US9641917B2/ EP3128682B1

OXC再構成可能な光アド/ドロップマルチプレクサ

ボードを積み重ねてサイトの容量を拡張
手動によるファイバー配線

複数のサイトがシステムを複雑化
非効率的な導入とO＆M

光学層に必要なファイバーケーブルは90％減
高度に統合された光ラインボードと光トリビュタリボード、

オール光バックプレーンにより
SDHのような光スイッチングが実現

複雑なケーブル管理がO＆Mを複雑化 光バックプレーンにファイバーケーブルなし：O＆Mが容易
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ファーウェイは光ネットワークのリーダーとして、業界で初めて
統合型相互接続を使用した全光スイッチングリソースプールを構築
し、高度に統合された、ファイバーパッチのない全光相互接続を実
現しました。このテクノロジーにより、粒度の大きいサービスの切
り替えはこれまでになく効率的になります。

2019 年、ファーウェイは業界初の商用光クロスコネクト（OXC）
を発表しました。これはファーウェイの光伝送ネットワーク（OTN）
のリリースに続いて、業界での新たな節目となりました。

トップ・インベンション：Da Vinci 3D Cubeコンピューティング
エンジン 

＞	 特許ファミリー 1：オペレーションアクセラレータ
 	 CN109213962A/ US20200142949A1/ EP3637281A1/ KR10-

2020-0019736/ VN70217/ BRPI2000167A2/ IN201917054037A

＞	 特許ファミリー 2：マトリックス・マルチプライヤー

 	 CN109992743B

3D Cube

16*16*16 
3D Cube

2018 年 10 月、ファーウェイは AI チップ向けの Da Vinci アーキテ

クチャをリリースしました。この刷新なアーキテクチャは、AI の導入

による主要な課題に対処し、高性能な 3D Cube コンピューティングエ

ンジンなど、ファーウェイの複数の主要テクノロジーを用いることで、

AI コンピューティングの効率と柔軟性を向上させます。

リリースと当時に Da Vinci アーキテクチャを使用した 2 種類のチッ
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プ；低電力コンピューティング向けの非常に効率的な AI プロセッサの

Ascend 310 と、世界最高のコンピューティング密度を備えた Ascend 

910 が先行発表されました。

2019 年 6 月、ファーウェイは Da Vinci アーキテクチャをベースに

ニューラルプロセッシングユニット（NPU）を使用した最初のスマー

トフォンチップ、Kirin 810 をリリースしました。Kirin 810 はチュー

リッヒにあるスイス連邦工科大学が実施した AI ベンチマークテストで

第 3 位にランクインしました。

2019 年 8 月、ファーウェイはフルスタックのオールシナリオ AI ポ

ートフォリオの一環として Ascend 910 チップ、および AI フレームワ

ークの MindSpore を正式発表しました。1 か月後、ファーウェイはス

マートフォン向けに設計されたフラッグシップの Kirin 990 5G チップ

をリリースしました。Da Vinci アーキテクチャを搭載した Kirin 990 

5G チップは、スマートフォンをさらにスマートにするため、NPU に 2

つの大型コアと 1 つの小型コアを搭載しています。

Da Vinci アーキテクチャはスマートフォン、データセンター、イン

テリジェント車両、カメラ、ウェアラブルなど、さまざまなフォーム

ファクターのチップをサポートする独自の立ち位置にあります。Da 

Vinci はすべての人に包括的な AI を提供するというファーウェイの目

標にとって不可欠です。

トップ・インベンション：5Gのスーパーアップリンク 

＞	 特許ファミリー 1：アップリンクスイッチ方式、通信装置、通信シス
テム

 	 CN111200873A/ CN111200853A

5G CPE

リアルタイム
遠隔検査

自律走行車の動画を
リアルタイムにアップロード

ドローンによる
爆発的解体の警告 制御センター

AIによるセメントサイロ
亀裂の検出

B2B 分野に 5G の導入が進むにつれ、ダウンリンク速度を犠牲に
することなく、より高速なアップリンク速度とより低遅延を提供す
ることがネットワークに求められます。ファーウェイはアップリン
クのカバレッジと帯域幅を増やすための一連のソリューションを考
案しました。当社の 2 大重要テクノロジーである、アップリンク
とダウンリンクの分離、スーパーアップリンクはグローバル 5G ネ
ットワークのリリース 15 およびリリース 16 の仕様の一部として
3GPP に承認されています。

＞	 アップリンク & ダウンリンクの分離：3.5GHz 帯域でアップリ

ンクカバレッジが不足するエリアのアップリンク伝送に低周波数

帯域を追加します。高周波数帯域を使用して 5G のダウンリンク

サービスを伝送し、低周波数帯域を使用して 5G のアップリンク

サービスを伝送することで、5G アップリンクカバレッジを拡大

します。

＞	 スーパーアップリンク：TDD/FDDの協調、高帯域/低帯域の補完、

時間 / 周波数ドメインの集約を特徴とします。アップリンク帯域
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幅とアップリンクカバレッジを改善して、遅延を大幅に削減しま
す。スーパーアップリンクは業界初のアップリンク周波数帯域で
の TDD と FDD 集約を行う、ワイヤレス通信における画期的なイ
ノベーションです。優れた速度と遅延のスーパーアップリンク

トップ・インベンション：ファーウェイOneHopによる簡単なファ
イル転送 

＞	 特 許 フ ァ ミ リ ー 1： フ ァ イ ル 転 送 方 法 お よ び 電 子 機 器 	

CN111492678A	  

＞	 特許ファミリー 2：データ転送方法および電子機器

 	 PCT/CN2018/110304

日常生活にますます多くのデバイスが導入されるに伴い、デバイス

間でファイルおよび写真を共有する機能は非常に複雑になっています。

ファーウェイの OneHop はデバイスのソフトウェアおよびハードウェ

ア機能を統合して、スマートフォン、タブレット、ウェアラブル、テレビ、

カーエンターテインメントシステムなどでのデバイス間でのインスタ

ントファイル共有に対応することで、この問題を解決します。オペレ

ーティングシステムの設定は必要ありません。OneHop を使用するこ

とで、ユーザーは 2 つのデバイスを共にタップするだけで、10MB の

ファイルをミリ秒単位で転送できます。ファーウェイの OneHop ソフ

トウェア開発キットは、ファーウェイの OpenLab プラットフォームを

介してサードパーティに公開されており、よりインテリジェントで相

互接続されたデバイスエコシステムの基盤を構築できます。

トップ・インベンション：折りたたみ式スクリーンのFalcon Wing
ヒンジ 

＞	 特 許 フ ァ ミ リ ー 1： 回 転 メ カ ニ ズ ム と 折 り た た み 端 子 	

CN109936648B	  

＞	 特許ファミリー 2：サポートコンポーネントとスマートデバイス

 	 CN110809073A/ CN209982521U	  

＞	 特許ファミリー 3：サポート構造と折りたたみ式ディスプレイデバイス

 	 CN110035140A/ CN210075297U
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ファーウェイは長年、折りたたみ式携帯端末を研究しており、その

中で最大の成果の 1 つは、画面をスムーズに開閉できる Falcon Wing

ヒンジです。この小さなヒンジはサポートメカニズム、回転シャフト、

動きをガイドするメカニズムなど、100 個以上の精密にカットされた

部品で構成されています。

このヒンジの設計のお陰で、折り畳まれる際にフレキシブルスクリ

ーンが伸びすぎたり、開かれた際に膨らんだりすることはありません。

デバイスに溶け込むような芸術的な細工が施され、両面とも滑らかで

フラットな仕上がりです。FalconWing ヒンジを用いたファーウェイ

の Mate X スマートフォンは、2019 年のデビュー直後、瞬く間にヒ

ットしました。

トップ・インベンション：コンバージドストレージシステム 

＞	 特許ファミリー 1：電子デバイス、電子システム、およびその回路基板
相互接続アーキテクチャ

 	 CN103974538B/ EP2945470A1/ US8842441B2/ CN110998510A

ドライブ
モジュール

システムサブラック

電源モジュール

コントローラー

2019 年 2 月、ファーウェイは直交バックプレーン構造とパーム /
ハーフパーム SSD を採用したコンバージドストレージ・アーキテク

電気 + 電子 コンピューティング + 通信

Tボックス HMI ADAS VCU MCU OBC

BCM … BMS … DCDC …

… … … … … …

… … … … … …

… … … … … …

スマート
コックピット

CDC
車両制御

VDC
インテリジェント
ドライビング

MDC

Tボックス

分散ゲートウェイ

将来のすべての車両は接続、自律、共有、電気（CASE）が主流と

なるでしょう。既存の電気 / 電子（E/E）アーキテクチャの制限により、

車内配線は複雑で、ソフトウェアアップグレードは困難、そしてコン

ピューティングパワーはさまざま車両モジュールに分散しています。

こういった障害が「CASE」の完成を困難にしています。

2019 年、ファーウェイは分散型ネットワークとドメインコントロ

ーラーを組み合わせたコンピューティング通信アーキテクチャ（CCA）

を従来の E/E アーキテクチャのバスネットワークおよび、分散型電気

制御ユニットの代わとして発表しました。CCA の活用により、ソフト

ウェアのアップグレード、ハードウェアの交換、車両センサーの使用

規模の拡大が容易になります。

チャをリリースしました。集中型ストレージと分散型ストレージの
両方をサポートし、幅広いシナリオでユーザーのニーズに対応しま
す。2019 年 7 月、ファーウェイはコンバージドトレージ・アーキ
テクチャに構築された OceanStor Dorado 製品シリーズを発売しま
した。これらの製品は、性能、容量、および熱放散の大幅な改善に
より高く評価されました。

トップ・インベンション：車両コンピューティングおよび通信アー
キテクチャ 

＞	 特許ファミリー 1：車両電子制御システム、方法、および車両

 	 CN201910865878.4/ CN201910867047.0
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ファーウェイが成長し、発展する原動力はお客様の求めるイノベー

ションに向けた研究開発への莫大な投資にあります。当社は早い段階

から年間収益の 10％以上を研究開発に投じてきました。30 年以上に

わたる長期的な取り組みにより、情報通信技術の広範な領域で数多く

の画期的な技術とソリューションを生み出しています。

先端技術の創造を育むには骨の折れる、継続的な努力を要します。

このような進化を追求するにあたり、当社では知的財産の尊重と保護

を強く支持します。すべてがつながったインテリジェントな世界に向

けた革新を続け、すべての人、家庭、組織にデジタル技術の恩恵を提

供するファーウェイにとって知的財産の尊重と保護は基盤となります。

まとめ
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